
第 106 回北摂歩こう会                            2011. 8. 4 

                                                                北摂歩こう会・幹事会 

京都・石畳の小道と東山を巡る 

 

残暑の中、古き良き時代の京都の面影が色濃く残る東山界隈を楽しみながら歩きましょう。 

祇園祭の余韻の残る「八坂神社」の本殿と舞殿付近に集合。本日の行程説明、ストレッチを行って 

南楼門より東山へ踏み出す。左へなだらかな東大谷祖廟へ。ここから「ねねの道」となり、両側に料亭

やみやげ物屋が並ぶ。すぐ目の前に祇園祭の長刀鉾を模した祇園閣を擁した「大雲院」がある。さらに

南へ、左側に樹々の間をまっすぐに「高台寺」に続く石段がある。家康の命で建立され、秀吉の正室北

政所が、冥福を祈りつつ余生を送った寺院として有名。寺前の萩・苔筵を鑑賞して、南隣の「霊山観音」

へ。観音さんを背景に記念写真。WC 後、公園を抜けて狭い通りから、「石塀小路」へ。ここから当分は

迷子にならないように！！  南へ「八坂の塔」の通称で知られる法観寺へ。二年坂～三年坂まで。途中

緑の大谷廟付近で休憩。清水坂を登って「清水寺：仁王門」をめざす。 

清水寺の額のかかった朱鮮やかな仁王門。左右の仁王像は京都市最大。「西門・三重塔」で西方浄土を欣

求し、少し早目の昼食。WC。懇談。午後清水坂を「東大路」まで下る。松原通りの右に「六道珍皇寺」

あり。「六道まいり」でおなじみの、「閻魔大王像」とお友達の「小野篁」像あり。最近のパワースポッ

トで有名。来年の大河ドラマの舞台：平家一族の京館があった「六波羅」。「六波羅蜜寺」で WC 休憩。 

この付近は、「臨済宗総本山：建仁寺」関連の領域。「恵比寿神社」「建仁寺」を巡ります。北山門で解

散します。そのまま、「祇園歌舞練場」「弥栄会館」の前を、「花見小路」を祇園まで進み帰途へ。また祇

園界隈を徘徊するも、天候次第では「秋分の日」を前に先祖供養の京都本山まいりも。 

行程７km  三年坂の少し以外は楽なコースです。京都の中でも、いにしえの風情が残る「京都らしい」

一帯と、若人が集うスポットを巡ります。ぜひ、多くの皆さまとご一緒しましょう。 

記 

 日時 ２０１１年９月２２日(木曜日)   集合時間 午前１０：００ [雨天決行] 

 集合場所 八坂神社 本殿前 集合 

 コース 南楼門 →   大雲院 → ねねの道～高台寺・霊山観音 → 石塀小路 

１０：１５   １０：３０   １０：４５WC 記念撮影    １１：１５ 

      八坂の五重塔→三年坂 ～清水寺三重塔（昼食） →  六道珍皇寺 →  

１１：３０    １２：００～１３：００WC     １３：２０ 

六波羅蜜寺 → 恵比寿神社→ 建仁寺 → 花見小路 → 四条大橋 

        １３：５０WC  １４：１０ １４：２０解散      １４：４０  

 交 通  阪急茨木市 → 阪急高槻市 →  河原町     徒歩１５分で八坂神社着 

８：５２     ８：５６   ９：２２着   

 交通費  阪急高槻 →  河原町＠２７０円  阪急茨木  →  河原町四条＠３１０円 

 持ち物  弁当 飲料水 嗜好品 杖 敷きカバー 健康保険証 熱暑対策品 等々 

《注意》  トイレは 八坂神社・霊山観音・清水寺三重塔・六波羅蜜寺 

親しき仲にも礼儀あり。先頭の旗より先を歩かない。しんがりの旗より後を歩かない。

歩こう会で撮影された写真の一部は、支部ホームページと支部だよりに使わせて頂きま

す。不都合な方は申し出て下さい。 

《問い合わせ》 岡村 ０９０-６９８１-３９５５  辰巳 ０７２-６９５-１１２８ 

冨士永 ０９０-７４８６-２６７２ 



 

   

参 加 証 (必ず提出して下さい) 

9 月 22 日(木) 氏名 支部名 備考 

会員    

家族会員    

その他   別途 300 円お支払いく

ださい 

 

切 り 取 り 線 

集合・解散 

 

大雲院 

ねねの道 

石塀小路 

八坂の塔 

三年坂 

清水坂 

昼食・懇親 

花見少路 

解散地 

大谷祖廟道 

集合地 


